
【取組内容③】 「端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等」

春日井市立勝川小学校（愛知県）【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

チャットの活用

資料① Chat で取り組み報告

資料②児童とのやりとり

資料①のようにGoogle Chat を活用することで、
家庭学習での取り組みを相互把握できるようにし
ている。家庭で取り組んだ成果をChatに送信する
ように指導することで、児童の学習への取り組み
を把握することができる。
また、資料②③は授業後に教師に評価を求めた
児童とのやりとりである。Chatを使うことで、こ
のような時間外における学びの継続もすることが
できる。
最後に資料④は必要に応じた欠席児童とのやり
とりである。Chatを活用することで、欠席児童の
疑問や質問に教師が答えることも可能になる。こ
のことにより、回復後にスムーズな学校生活への
復帰につながると考えている。
他にも、Classroomを用いて連絡帳の代わりとし
たり、児童個々が自主学習ノートでの調べ学習な
どに使用している。

資料③児童とのやりとり

資料④欠席児童とのやりとり


